
●整備のイメージ

基幹農業水利施設ストックマネジメント事業の概要

農業水利施設の老朽化が進行する中、将来にわたって施設の機能を維持するた
め、施設の長寿命化とライフサイクルコスト※の低減を図りながら、施設機能の適
正な保全管理を進めます。

※ライフサイクルコスト：建設費に補修等の維持管理費及び廃棄に要する費用を合計した金額

施設毎の機能診断を実施
（施設の機能の状態を調査し劣化度を判定）
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劣化度に応じた対策を実施

建設後５０年経過する県営造成施設の推移

施設の長寿命化の取組による事業効果

農業用・用排水路の推移ため池等の推移



農 業 水 利 施 設 の 突 発 事 故

施 設 機 能 を 維 持 す る た め の 取 組

整備後の排水ポンプ

整備後の移動式除塵機

対策工事を実施しなければ・・・

【排水ポンプの停止に伴い、市街地を含む約１００ｈａにおいて、湛水被害が発生する恐れ】
長時間にわたり、農作物のほか公共交通機関や風水害時の緊急避難施設が影響を受けます。

排水機場 原動機エンジンの加吸器焼き付けパイプライン漏水による道路被災状況

施設の劣化による事故が発生

※写真は排水機場造成前の湛水状況昭和53年9月秋雨前線（日雨量130mm）

＜新開地区（日南市）の例＞

湛水区域には防災上
重要な施設が点在し
ています。

効果
① 排水ポンプの寿命を２倍に延命（計画的な補修などを実施）
② ライフサイクルコストを約３割低減（４０年間の評価期間で算定）


